
最 翰 藤 鮭
況 -･亭 巷 四 十 等
行 汝 l∃ ･.･.･･一 月 一･･･一 年 - 十 エE =大;

マ
ル
ク

ス
氏

徐

剰

慣
値

説
の評
静

我
邦
の
所
得
硬
を
諭
ず

･

奴
隷

制

と

質

労

働

制

･

果

進

祝

の
根
城
に

就
い

て

･

植
民
政
策
上
よ
｡

離
-

委
任
統
治

小
作
制
と
小
作
法

･

融
合

の
圃
符
の
減
衰

･

海
運
に
放
け
る
競
争
と
掲
占

･

蕃
尾
張
藩

に
放
け
る
地
割
製
芦

財
産
税
-

国

富
統
計

･

開

城

簿

記

の
起
源
に
就

て

･

攻
撃
博
士

田

島

錦

治

珪
畢
博
士

神

戸

正

雄

法
畢
博
士

河

上

肇

杜
畢
博
士

小
川

郷
太

郎

没
畢
博
士

山
水

美
越

乃

法
畢
博
士

河

田

脚

部

文

革

士

高

田

俣

馬

法

畢

士

小
島

昌
太

郎

農

学

士

奥

田

･.
或

抜

率

土

汐

見

三

郎

法

率

土

大

森

研

造
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嘗
尾
張
藩
に
於
げ
ろ
地
割
制
度
二

)

錯

音

名

科

分

布

馴
鹿
の
梗
概

嶺
生
及
磨
滅

利

瞥

括

首

次 .tL.
与壮 捜抱 併
載 戟

奥

田

弟

一

緒

青

笹
尾
錠
藩
に
放
け
る
地
割
制
定
に
関
し
て
は
'
内
田
文
革
博
士
は
｢中
音
の
班
田
収
授
亡
田
地
割
操
の
制
度
｣
に

放
て
'
磯

野
伝
之
助
民
は
｢
割
地
起
源
諭
｣
に
於
で
･
吉

野
武
夫
氏
は
｢本
邦
永
小
作
慣
行
に
紺
す
る
調
査
｣
い
僚
諭

｢
割
地
制
度
W
,邦
小
作
｣
の
題
下
に
夫
々
有
益
な
る
研
究
を
夜
衣
せ
ら
れ
た
ち
も

(璽

)
何
れ
も
骨
董
亡
し
て
其
の

起
源
に
関
す
る
も
の
に
し
て
､
其
制
度
の
内
容
等
に
至
っ
て
は
未
だ
開
明
せ
ら
れ
ざ
る
黙
多
々
め
る
の
み
な
ら
ず

其
起
源
に
関
す
る
研
究
も
里
人
の
談
話
又
は
該
制
度
所
在
地
の
地
勢
等
よ
り
想
像
し
た
る
も
の
に
過
ぎ
ず
o

蘭
尾
張
轟
に
於
け
ろ
地
割
制
度
(
こ

鱒
十
四
巷

(蔚
一群

一九
三
)

l九
三

1) 内田銀恋琴 日本避済史q)研究 上沓 226東以下 ■
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啓
尾
張
藩

に
於
け
ろ
地
割
制
度
(
こ

第
十
四
盤

(東

7
戟

7
九
四
)

T
九
四

‥の
故
郷
に
し
て
調
査
研
究
上
種
々
の
侵
甘
有
る
な
以
て
'
大
■什
カ
年
三
月
之
が
桝
究
に
着
手
し
た
わ
し
も
共
役
瞳

七
寸
暇
を
刺
し
て
下
中
村
'
服
部
'
謁
琴

戸
田
'
榎
許
'
耐
島
'
大
梅
用
'
芝
切
'
砂
子
及
甚
目
寺
の
十
部
拓

を
粘
歴
し
'
故
老
に
裁
き
で
替
事
を
貧
し
又
借
家
を
訪
ね
て
関
係
書
類
を
克
典
し
た
る
に
過
ぎ
す
o
然
も
多
数
の

.‥地
は
該
制
度
磨
止
以
来
既
に
四
十
肩
簡
年
を
紅
過
し
て
､
儀
記
散
逸
し
古
老
凋
路
せ
る
が
廉
め
十
分
L,i
る
結
果
を

す

む
る
郡
能
は
ざ
-
L
も
些
か
得
る
警

-
'
依
て
其
大
喪
姦

し
て
江
轍
先
讐

墓

を
讐

併
せ
て
同
好
の

古

の

表
を

乞
は
ん
と
す
.

あ
り
)
ド
.
価
口
好
古
月
は
張
浪
殉
行
髄
_こ
訳
述
せ
り
｡

ヂ
カ

〆

兄
鳥
車
左
衛
門
流
は
尾
張
藩
の
地
方
目
付
役
･1
し
て
､
地
力
品
目
解
け
同
月
が
尾
張
輔
の

地

方

の

術
語
も
附
的
LL解
託
し
饗
屑
五
年

首

相
二

四

三

)
輔
公

へ
菖
し
出
し
た
ろ
番
〟
Eり
"
同
督
地
割
り
倹
LL
｢
空

,
(
ド

)
村
の
拘
L遠

敷
地
ぞ

壷

L
せ
地
力
亡
有
之
供
節
付
中
り
百
姓

り
赴
蝿
Ei;,.L甲
乙
】横
.1
百
姓
共
立
ムH候
て
地
力
割
11
け
銘
々
り
.

換
地
,e
相
吹
候
偶
々
申
候
丑
に
御
牧
人
立
合
鞭
汲
不
出
･侯
地
割
十
ケ
全
日
程

に
仕
喋
材
力
･･,御
座
候
年
数
は
不
同
に
御
座
候
勿
論
社
盲
よ
り
地
割
不
仕
村
方
射
多
御
座
候
｣
～Jあ
り
｡

価
n
好
古
は
尾
張
軒
の
大
代
甘
に
し
て
過
料
文
兵
衛
字
は

信
夫
夙
に
展
政
完
も
以
て
知
ら
･Q
､
勘
定
玲
欽
役
た
り
し
崎
尾
張
全
国
並
に
莫
追

詰
郡
色
毎
堅
城
L
観
察
記
も
普
逃
し
名
付
け
て
張
泣
狛
行
光
三
耳
ふ
､
暗
に
文
政
五
牟
(日
和
二
四
八
二
)
な
り
粥

4) 木論文後地租割判隆一発表蕃照

5) 東都帝国大挙文革知国史研兜墓所減同音典普及同学部助手倉橋小錦大成談
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･
顔
二

名

稀

ヂ

ワ
ワ

.̂
ナ
ヲ
シ

ワ
リ
ナ

タ
チ
ヂ

ヮ
リ

尾
張
藩
に
放
て
は
地
割
は

T
鰻
に
之
を

地

割

と

補
す
る
も
樽
亡
し
て
地
概

'

割

地

文
は

口

地

割

三

石
ふ
'
而
し
て

タ
カ
少

ハ
t･･E,少

井
1
ン
キ

田

地
の
地
割
は
之
を

田

方

地

割
又
は
田
地
割
､
畑
地
の
地
割
は
棚
方
地
割
叉
は
畑
地
倒
'
宅
地
の
地
割
は

居

屋

政

へ舗
)地
割
亡
稀
す
O
(琴
一)

(華

))
砂
子
村
に
於
て
は
地
割
i,地
概
寸,J
約
㌔

見
鳥
浜
左
櫛
門
着
地
晋

買

掛
の
地
割
り
倹
･1
地
祇
言

託
さ
れ
文
価
ロ
ガ
古
着
纏
渡
絢
行
詑
汚

東
邦
新
居
屋
村
り
懐
に
｢
十
年
日
毎
に
地
概
ね
す
る
斤
な
り
｣
さ
わ
り
EI

判
地
TJ榊
tr
る
こ
さ
は
磁
ゆ
て
稀
な
ろ
が
如
し
､
余
は
故
老
の
口
･･'.F
測
地
な
る
語
り
嶺
せ
ら
れ
た
ろ
布
聞
か
で

喉
元
礁
七
年
四
月
尾
州

福
破
耶
蟹
江
新
田
賓
戊
分
の
放
地
嘩
1
｢村
中
割
増
｣
t

,記
さ
れ
Li
る
私
見
た
る
の
み
o
EI
地
割
な
る
名
村
に
余
り
調
査
の
範
囲
に
て
は
描
部
紺

の
南
部
伊
勢
沖
措
辞
,1
存
す
る
班
児

の開
墾
地
桝

へ
げ
大
拍
用
､
芝
切
丞
相
曲
等
.1
用
あ
ら
る
IJ
が
如
し
｡

下
中
村
Li於
て
は

田+)
旭
亡
も
混

T
し
て
地
割
み
な
す
-
其
地
割
帳
の
表
紙
に
は
田
方
地
割
帳
,,
あ
り
｡

第
三

分

布

牧
野
信
之
助
民
に
よ
れ
ば
地
割
は
愛
知
'
梅
部
(背
梅
東
海
四
両
部
の
合
併
し
た
る
も
の
な
I
)､
中
島
及
西
着

日
井
の
四
郡
に
存
在
す
れ
で
も
'
余
が
著
書
又
は
茸
地
調
査
に
依
-
て
其
存
在
を
確
め
得
た
る
は
､
T
蟹
表
の
如

-
愛
知
.
梅
部
及
名
古
屋
の
二
部

7
沖
L1こ
屈
す
ろ
五
十
三
部
落
L1
し
て
'
内
愛
知
郡
に
屠
す
る
も
の
7
部
落
'
韓

部
郡
に
屈
す
る
も
の
五
十
部
落
'
名
古
屋
市
も二
巌
す
る
も
の
二
部
落
な
-
0
(#
1TT)､

簡
尾
張
藩
Li於
け
ろ
軸
部
制
度
(
7)

訂
十
四
番

(弟
丁枕
丁
九
五
)

一
九
五

9) 本論三文2ⅠⅠ京
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音

≡
)
雪

景

時
男

学
芸

部
園
芸

芸

品

て
倍
撃

た
品

行
琵

若

,
慧

及
梅
田
三

m
｡
み
｡
別
だ

し
て
､
要

具

及
中

島
同
郡
Li園
し
て
研
究
す
TO
J
J}J
わ
得
ざ
り
L
は
漁
り
傾
め
て
泣
憾
亡
す
る
肝
ITj
り
0

姉
の
如

-
地

割

の
存

在

し

た

る
部
落

が
五
十

三

の
多

き

に
連
す

る
事

及
富
田
柑
字
楳
津
水
野
義
治
氏
が
余
に
窓

典
せ
ら
れ
た
る
文
政
六
年
(
日
紀
二
四
八
三
)及
安
政
元
年
(
日
紀
二
五

7
四
)の
手
習
本
に
地
割
文
書
又
は
地
割
文

l章
w
J
て
地
割
制
度
の
概
警

記
し
雷

嘉

の

妄

の
票

し
め
る
若

以
て
見
れ
ば
･
同
制
度
が
如
何
に
多

;

･.
I
..
I;
I.
.
･Jr,･
･.
.
=.･
.

･

.

.

･J･

･
.
:
4

.

､

rZ

J

ユ

･

.

-

=

.

=
=
I

外

Ia

蝿

測
.1
付
百
姓
立
合
道

実

直

用

水

井
桁
詩
賦
新
規
之
独
伊
耕
作
道
無
レ教
楳
可
レ
耕
候
机
楠
非
手
石
絡

.浪
水
指
図
曳
非
碗
立
切
硯
結
滞
池
等

L

壷
四

)

墓

誌

竺

警

手

習
木
に
警

望

郷
短
L
,l
る
-
｡
守

o
外
耐
寸岳

地
の
要

り
｡

二
共
有
者
の
持
分

共
有
者
の
持
分
の
笹
位
を

7
口
文
は

一
本
盤
と
科
し
比
の
紙
数
を
以
て
土
地
分
判
の
標
準
･こ
な
す
o

12)帝圃鹿骨報第五番筋十二既肘鉄本邦永,jl作･fEl行lこ関する調査739-I4項



13
1

塞
き
で
決
定
せ
ら
れ
'
牧
野
信
之
助
氏
に
よ
れ
ば
'

イ

村
高
を
分
割
す
る
に
都
合
よ
き
教

口
戎
特
種
の
由
縁
あ
る

教
を
』
て
口
数
･,,
し
た
る
も
の
な
り
三

hI
ふ
｡
余
の
調
査
に
で
は
口
数
決
定
の
蕃
礎
不
明
花
る
も
の
も
め
れ
ど
も

小
野
民
の
訣
及
牧
野
氏
の
常

山
祝

に
合
致
す
る
も
の
め
-
'
例

へ
は
大
特
用
の
口
数
は
共
同
開
墾
番
数
に
基
き
た

ド

る
も
の
元
号

に
し
て
高
揚
の
三
十
二
石

7
日
'
千
音
寺
の
三
十
石

1
口
は
共
村
高
を
分
割
す
る
に
都
食
よ
き
教

盲

吾

大
海
増

EI
畏

成
崖

牌
の
地
割
の
如
-
大
小
開
票

吉

成
る
墓

慧

畠

に
L
LIJ
'
大
器

は
九
個
小
農

呈

､
章

五
及
三
十

∴
ハ.･･;
･l

･

-_
.
I...

.

.-

.

.U
J
.

_

･

.
･･
'･_

(._

:
･

す

る

に口
数
は
少
し
も
挺
雫

㌧
-
常
に

T
O

二
L･
る
も
他
も=
必
要
あ
わ
し
筑
め

f
〇
二
以
上
に

分
割
し

1
〇
二
以

外
の
も
の
を
以
て
其
の
用
に
供
し
た
る
も

の
な
る
べ
L
o
(註
大
)

(証
Jf
)
右
の
勘
合
に
｢大
髄
何
ロ
ー二
分
割
せ
ら
れ
た
り
し三
石
ふ
が
如
き
文
字
ん.用
ゐ
て
故
意
に
文
意
も
俊
味
な
ら
し
め
ih
ろ
ば
左
の
如
JIJ理
由
に
俵
TC

剤
は

二
四
口
'
｢
に
｣の
割
は
八
二
口
は
り
割
_
)〇
六
口
.
r
へ･｣の
割
け
一
〇
九
口
LLし
て
希

割皆
口
数

も異
に
す
る
の
み
･hT･1
らす
｢
に
｣の

懲
尾
張
蒲
に
於
け

ろ
沌制
制
度
へ
こ

窮
十
四
怨

(賃
一
視

7
九
七
)

一
九
七

3)国家拳骨凝議鮪二十五各節四規23-33頁

4)本論文後出
5)小tEI免次郎式報告
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潤
他
張
淋
Li於
げ
ろ
地
割
制
度
(
)
)

節
十
蛸
塘

(妨

T
波

7
九
八
)

】
九
八

判
り

如
与
は

一
よ
り
四
及

一
〇
よ
り

1
五
迄
存
在
tJ
ざ
る
状
嬢

･1
L
tJ
有
雨
風
の
み
Llて
ti
明
ド
断
言
L
挽
け
れ
ば
打
り
｡

.A

7
口
は
土
地

の
反

別
及

種

類

に
於

て
牢
等

L.･{
る
を

原
則
で
す

'
慧

し
地

割

は
後
越

の
如

-
特
種

の

土
地
の
外

7

村
に
存
す
る
絶
て
の
地
蔵
に
互
に
遍
-
行
は
れ
'
地
割
せ
ら
る
1
土
地
は
絶
口
数
を
以
て
平
等
に
分
割
井
に
分
配

せ
ら
る
ゝ
を
原
則
亡
す
れ
ば
な
り
.

持
分
の
所
有
者
は
高
持
即
ち
地
iiJ
に
し
て
､
被
は
自
己
の
持
分
に
巷
き
て
分
配
を
受
け
た
る
土
地
を
自
ら
用
益

し
又
は
質
貸
し
て
埠
挙
で
納
め
得
る
の
み
L=.ら
す
持
分
の
全
部
又
は

7
部
を
移
緒
す
る
こ
じ
を
借
｡

土
地
∽
賃
貸
伯
の
場
合
にこ
小
作
人
は
地
主
に
密
著
し
土
地
に
密
着
せ
す
'
政
にこ
小
作
人
は
地
割
毎
に
新
し
き
地

主
を
迎

ふ
る
に
あ
ら
す
し
て
'
･従
前
の
地
主
が
地
割
_こ
ユ
-
て
新
に
分
配
を
受
け
た
る
土
地
を
賃
借
す
る
も
の
な

Lソ
0持

分
移
稗
の
方
法
は
相
額
'
賓
買
及
び
質
流
の
三
種
を
最
も
普
通
亡
す
'
費
貫
に
ゐ
-
て
は
英
の
持
分
を
琴

ホ

す

べ
き
石
高
を
頑
丈
に
記
載
し
放
て
口
数
又
は
反
別
b
lホ
さ
す
D
又
賓
塘
槙
に
二
ゐ
-
'
即
ち
蜜
壬
が
密
偵
と
共

に
密
殺
地
に
封
す
る
掴
係
を
垂
然
満
城
せ
し
む
る
も
の
亡
'
関
係
の
全
部
は
之
を
拍
滅
せ
し
め
す
'
其
土
地
に
賦

課
せ
ら
る
1
租
税
及
夫
役
を
負
槍
す
る
の
義
務

亡

1
放
小
作
料
･･<
-
も
低
廉
な
る
小
作
料

(後
出
費
渡
讃
書
に
記

さ
る
ゝ
徳
米
)
へ託
七
)
を
仕
沸
ひ
て
其
の
土
地
を
用
益
す
る
贋
利
己
を
留
保
す
る
も
の
と
あ
る
は
'
左
記
啓
愛
知
郡

儒
盤
村
字
岩
城
の
田
畑
更
改
就
に
よ
り
て
明
か
な
り
.

17)本給文203貫
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尾
張
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け
ろ
地
割
制
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こ

額
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御
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責
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収
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筋
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四
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石
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前
朱
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右
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田
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1
御
座
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申
年
拙
者
要
用
に
付
紫
寿
城
汀
永
久
遜
り
碓
巾
に
付
糾
代
企

JヾL
て
只
今
髄
に
御

受
取
巾
確
度
蟹
正
也
琴

兵

今
】

玖
後
に
も
ゐ
て
は

貴
寺
庶
御
世
に
可
レ
琴

一成
下
1候
末
々
に
至
両
者

三
日
之
脱
帽
之
儀
巾
脚
数
候
尤
地
割
之
節
男
専
横
よ
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御
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之
間
引
御
攻
粕

所
候
上
文
候
私
L
方
汀
徳
光
に
て
御
淀
に
相
成
候
椛
仕
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接
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惣
而
御
高
腰
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は
私
し
ょ
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可
レ
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候
革
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花
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小
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塊
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郎
代
り
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よ
れ
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､
右
徳
光
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梅
め
て
低
願
に
し
て
砦
坂
に
て
は
高
武
石
日
り
土
地
に
封
し
て
立
米
三
斗
､
拍
井
部
大
給
材
西

勿
･f.i:
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チ

俺
に
於
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代
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豆
石
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の
土
地
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封
し
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頚
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官
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な
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､
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桁
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地

割

以

後

に
於

で
も

何

嘗

事
者

糊
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績
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れ
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割
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割
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取
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越

7
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五
石
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野
久
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衛
門
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越

l

何
四
石
凹
斗
五
升
入
合
五
勺

朝
比
奈
瑚
八
郎
搬
越

越

一

同

一
石
八
斗
七
列
玉
食

7

軸
箱
百
姓

J

細
高
bI姓

〆
三
十
八
右
入
斗
二
升
三
合

盈
(下

恩
)

藤

四

郎

清

左

街

門

圃

水 位 茂 甚

兵

平 射 衝

右
の
文
中

の
木

百

姓
亡
は
元
凍
よ
-
御

赦
百

姓

な

-
し
も
の
'
越
亡
は

他

よ
-

非

任
し
た
る
百
姓
ep
越
百
姓
の

屠
'
佐
野
久
左
衛
門
殿
越
U
は
従
前
佐
野
久
左
衛
門
の
瀞
卸
宮
地
な
-
し
も
の
が
凍
任
し
て
御
肢
百
姓
E
tは
-
し

も
の
1
怒
な
る
や
叉
何
政
に
関
税
に
如
!高
百
姓
を
記
入
叶
IL
や
'
之
に
倒
し
説
明
者
を
得
る
事
能
は
ぎ
-
L
は
余

の
頗
る
遺
憾
と
す
か
所
な
り
O

曾

鰻
地
割
は
通
常
地
主
施
行
す
れ
'･,J
も
'
塀
に
は
永
小
作
人
之
を
行
ひ
地
主
は

7
切
千
秒
を
t･.
さ
ゝ
る
か

(芝
切
及

大
輪
Em
)
又
は
唯
任
に
周
を
作
製
し
て
小
作
人
に
輿
ふ
る
事
(両
島
)あ
り
O



如

上
地
割
は
土
地
所
有
.し
謝
す
る
持
分
に
塞
き
て
行
る
1
が
故
に
其
の
主
機
は
常
然
地
主
た
る
べ
き
な
･り
'
然

る
に
石
の
如
-
永
小
作
人
が
地
割
な
行
ふ
の
蟹
鰻
的
現
象
を
維
じ
た
る
は
如
何
な
る
原
的
i1‥
塞
-
や
､
之
に
閥
し

過
確
な
る
徴
萄
h
l得
ざ
る
も
余
の
推
臆
に
よ
れ
ば
'
同
地
方
の
永
小
作
雁
は
現
行
民
攻
に
現
足
せ
ら
る
ゝ
が
如
き

狭
院
満
額
な
る
も
の
に
非
す
し
て
'
其
著
し
き
も
の
に
至
-
て
は
地
主
は
軍
に
土
地
に
封
す
る

7
定
の
収
質
種
を

有
す
る
の
み
にこ
し
て
永
小
作
人
は
負
塘
付
の
所
碑
権
や
有
す
る
が
如
き
戚
め
り
'
帥
ち
永
小
伶
人
の
内
に
は
地
主

に
代
-
て
租
税
其
他

7
切
の
負
糖
を
L･1
し
其
代
償
亡
し
て

T
粒
小
任
料
よ
･D
も
低
廉
L1
る
報
酬
替
地

H
に
支
胡
ひ

て
地
主
よ
り
何
等
の
干
渉
束
鉾
を
受
-
ろ
こ
亡
な
-
自
由
に
且
っ
永
久
に
土
地
を
用
益
す
る
確
利
を
有
す
る
も
の

す
ら
ゐ
-
'
散
に
地
主
は
自
ら
煩
灘
L･.
る
地
割
な
行
ふ
よ
り
も
む
し
ろ
利
害
関
係
の
簡
潔
な
る
永
小
作
人
を
し
て

地
割
せ
し
め
自
己
の
持
高
に
相
嘗
す
る
小
任
料
を
得
る
に
如
か
ず
と
し
て
地
割
傭
行
"q･)永
小
作
人
に

叫
任
し
L
J.ら

も
の
に
あ
ら
ぎ
13
か
｡

地

割す
べ
き
土
地
は
通
常
苗
代
､
除
地
｡
見
旅
所
.
#
着
地
へ基
地
'
紳
社
有
地
及
分
高
地
を
除
き
た
る
総
て
の

田
畑
及
宅
地
な
ら
'
奉

ハ)
而
し
て
田
,J
州
亡
は

E
彼
に
之
か
,各
別
に
地
割
を
な
せ
.A/J
も
特
に
混

1
し
て
行

ふ
場

合
あ
り
'
又
宅
地
を
地
割
す
る
場
合
に
は

柵
薮
に
よ
-
て
仲
居
を
樽
す

る
こ
亡
な
-
唯
其
贋
班
を
測
量
し
て
持
分

に
過
不
足
を
生
す
る
部
分
は
玄
米
を
以
て
互
に
補
償
し

合ふ
な
常
亡
す
O
何
川
岸
の
甜
生
地
､
吸
盤
地
租
林
地
及

懲
尾
張
油
に
於
け
る
地
割
別
席
(
こ

滞
十
凹
金

(節
義

二
〇
三
)

二〇
LTI



啓
尾
張
満

に於
け
る
粗
酎
制
度
二

)

節
十
四
盤

(節

一
蹴

二
C
四
)

二
〇
四

ろ
J
粗
相
に
某
誌
の
所
有
者

Z
個
人
の
み
が
綱
紀
の
義
務
わ
有
で
O

T-ノ
語

調

竺

雲

川
紬
章

毒

｣
や

菱

は
行

年
毒

亭

地

官

隈
の
樺
畑
す
る
-
の
い
七
ヶ
年
-

八
ヶ
年
に

-

い
-

大
讐

篭

是

め
其
の
絶
-

に
て
過

l葦

取
は
長
き
は
十
五
ヶ
年
菅

笠

ヶ
年
富

も
十
ケ
憲

姦

通
守

D
地
利
年
限
は
永
久
に
姦

害

す

.割

年
限
の
変
更
は
皆
年
限
の
延
長
も=
し
て
'

是
は
後
述
の
如
′=
地
割
制
度
の
弊
害
を
睦

減

せ
ん
が
親
な
る
が
如

L
C'地

割
の
時
期
は
田
と
柵
.fJ
にこ
よ
-
て
興
り
'
田
地
割
は
多
-
は
秋
期
宿
刈
取
後
に
し
て
仙
地
割
は
夏
期
歩
刈
後
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員
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之
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職
務
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ま
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錦
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又
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測
量
係
に
射
す
ろ
紙
清
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名
稀
な
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四
着
は
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'
即
ち
竿
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於
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は
之
を
測
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)
等

六

酌
ぐ
れ

〓
ヱ

芳

亨

)
-

切

手

)

等
棒

大
警

四

郎ぐ
れ

不
明

苦
入

社
笥

7
.

水

引

不
明

義

弟

不
明

開
先
力

五

井
用
空

ハ

杭
書
方

五

枚

取

二

硬
軟
切

ネ
明

役

員

の
選
定
は
通

常

閲
儒

者

一
同
の
懇
談

に

L
t
れ

DAJJも
時

に
砂

子
の
如
-
投
票
制
度
に
よ
る
事
あ
-
'
又
役
員

の
資
格
に
関
し
て
は
何
等
の
規
定
な
き
村
あ
れ
.,,J
も
所
有
石
高
数
を
以
て
其
資
格
亡
な
す
村
あ
り
O

甚
目
寺
に
放
て
は
地
iii全
部
集
合
し
高
三
十
石
以
上
の
所
有
者
よ
-
帳
面
方
'
杭
欝
方
及
間
先
方
を
'
高
三
十

石
以
下
の
所
有
者
よ
-
枚
取
を
懇
談
的
に
選
定
す
,
其
の
他
庄
屋
及
組
演
は
監
督
の
任
に
富
恕

今
岡
部
落
の
畑

地
割
役
人
を
列
記
せ
る
文
書
を
見
る
に
左
の
如
し
D

旭
地
割
役
人

(宮
崎
一某
氏
文
書
)

一
帳
面
方

清*

庶 戯

･･-I

T

嘉

富

久

兵

衝

撃

石

繍
門

譜

電

鉄

葡
郡
部
氏
原

兵
三
次
文
革

伊
源
亀

一
勅

粗
相
也
時
好

立
具
小
宮
水

o
1
q]
S
Tdl

JIJ

/りlゴ
JTITl



7
算
用
方

一
杭
苔
井

環

十

.那

皮

赦

徒

者

衝

門

伊

石

街

門

庄

石

静

門
･

清

兵

衛

源
左

街

門

和

七

一
間
先
方

幸

八

七

石

肺
門

甚

市

街

門

替

液

圧

左

衝
門

林

市

街

門

同断

市

政

一

組
頭

甚

七

右
何
れ
も
地
割
申
相
不
レ智
標
組
合
之
温

相
動
可
レ
申
事

蒜

取

成
鮒
が

衝

門

酉
辻
南
醐

清

左
衝

門

庄
屋

勘

七

同
断

蕃

T<

右
文
書
に
は
｢
酉
八

月

十
1
日

屋
救
代
枚
初

め
｣
と
の
基
柚

育

め
る

の

み
c･.れ
ば
其
年
代
を
許
に
し
難
し
と
雄
､

水
野
和
事
及
宮
崎

丁
亘
両
氏
の
談
に
よ
れ
ば
'
右
記
の
<
名
は
殆
ん
.A,J
皆
両
氏
の
熟
知
せ
ら
る
ゝ
も
の
な
る
を
以

て
多
分
明
治
六
年
の
も
の
か.ら
ん
三
石
ふ
'
又
同
書
L二
枚
淑
の
み
を
碍
朴
に
P_
き
し
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
れ
る

や
不
明
L･i
る
も
､
他
の
四
役
が
三
十
石
以
上
の
高
持
者
よ
り
逃
出
せ
ら
る
ゝ
に
反
し
て
'
杖
取
の
み
が
三
十
石
以

下
の
高
拝
よ
り
選
出
せ
ら
る
～
3
み
な
ら
す
其
の
職
務
の
如
き
も
極
め
て
睡
倣
な
る
を
以
て
'
副
文
は
補
助
の
役

員
だ
言

二
･JJ
を
表
示
す
る
為
に

か-
な
せ
L
に
あ
ら
ざ
る
か
.

六
土
地
の
割
換
及
分
配

先
づ
神
に
所
願
を
紫
し
'
道
路
用
悪
水
路
及
臥
橋
等
を
修
繕
'
新
設
又
は
改
優
し
然
る
後
地
種
の
決
定
に
若
手

す
｡
(証
九
).

25)26)甚El時内の地名

常
民
縦
軸
L,_
於
け
ろ
稚
割
判
艶
二

)

邪
十
四
怨

へ節

i
靴

二
〇
七
)

二
〇
七



薗
絶
般
満

に於
け
石
地
割
制
度
へ
二

筋
L
内
金

嘉

一
倣

二
〇
八
)

二
〇
八

IJ

(鷲

)
砂
子
に
て

は地
割
の
串
氷
れ
ば
伊
勢
伸
宮
内
の
坂
田
彦
紳
融
に
代
象
布
本
望

岨
L
､
役
等
の
揃
村
も
判

っ
て
村
の
抑
紅
に
窮
潤
み
供
ふ

o

荷

船に
て
は
果
'
白
,
赤
､
普
及
光
り
五
色
の
細
野
私
大
な
ろ
佐
竹
11
附
し
､
深
わ
北
Li
.
日
本
国
ト
､
赤
在
商
ド

'青
1e,東
1
.
黄

み
中

孤

央
に
り
雌
序
ド
て
村
り
紳
軌
の
包
内
に
解
り
'
参
拝
後
飲
酒
T
D

大韓
用
に
て
ほ
制
動
ゆ
G
lR
に
飲

酒す
｡

功
子
.1
て
圧

蒜

が
前
回
地
割
り
道
敷
帳
及
川
敷
帳
に
基
き
て
細

'1道
教
幌
及
川
倣
眼
路
二

部
ふ
織
処
し
NJ
J
野
地
亡
比
較
対
照
し
て
逆
数

1-

川
敷
り

鹿挑
み
訂
正
で
､
其
際
後
半
り
参
考
ミ
し
て
断
わ
顧
充
し
た

ろ脊
竹
在
瑚
下
二
三
寸
の
朗
に
邸
殺
す
｡

地
唖

の
決

定

は
多

-

は
地

味

か
･J
蕃
礎

で
す

れ
.I,J
も

土
地

の
位

磁

を
基

礎

E
す

る
こ

W

あ

り
'
又
地
樺
の
敦
は
各

村
に
よ
-
て
其
れ
-
,
例

へ
は
砂
子
に
て
ほ
地
味
に
竜

で
二
三

地
所
"L1服
部
に
て
は
地
味
に
よ
-
て
九
種
に

I.鷺

は
地
味
に
よ
呈

ハ
種
Lf
,
甚
豊

は
地
味
に
よ
-
七
種
位
讐

ユ
-
,
三
地
霊

-

地
讐

分
て
ixl
,

i(N
-
0
)
砂
子
に
て
は
反
帯
地
撃

力
五
斗
､

宕

四
斗
五
升
､

宕

四
斗
､

京

王
斗
五
升
､
宕

三
斗
二

雪

一斗
五
升
､

宕

t
車

宕

7

.

...
J

.
;

I
.
.
.
.:
i
.

.
:
I.
:

.

.

'

J
.I
.

.

･

.

迎
目

寺田
地
割
足
音
に
ょ
れ
ば
､

同
部漆
山
地
割
り
地
曙
数
は
上
五
紙
割
'
上
昇
圧
割
､
中
五
畝
判
､
中
菅
反
判
､
下
五
畝
割
､
下
蓉
圧
制

下
々
四
叔
割
､
沖
田
割

､笠
短
大
似
割
､
大
坪
六
畝
割
り
十
硬
,
=
u
り
O
Q
:q
P_
上
五
畝
割
,J
上
愛
圧
倒
,J
は
上
甲
1
.
中
五
畝
割
1J
中
膏
戊
劉

己
は
中
田
に
t
T
五
畝
割
と
下
萱
反
劉
+J
に
下
田
に
､
下
♪
岨
淑
割
は
下
々
田
に
構
L
是
等
は
骨
地
蚊
に
北
け
ろ
分
類
な
る
･J
､
沖
田
別
､
笠

原
｣ハ
畝
割

及び
大
坪
大
凧
割
り
沖
田
笠
原
及
び
大

坪は
夫
々

回
村
内
の
1
珪
地

域
の
名
群
に
し
て
悪
事

は骨
土
地
り
住
居
Li
就
け
ろ
も
り
L,･{り

i,

失

f

講
談
氏
演
説
強
か

氏
氏
門
氏
庶
民
L

衝
耶
衛
腐
商
都
即

兵
次
石
其
兵
三

伊
鞄
店
伊
伊
藤
E
L

校
出
田
松
松
柏
E

立
小
上
立
並
異
巾



こ
な
し
其
土
地

の
牧
益
を
同
相

の
費
用

に
あ

て
又
は
神
社
寺
院

Iト
寄
附
す

る
学

の
-
'
例

へ
ば
宿
島

の
地
割
地
圏

に
於

て
｢
に
｣
.
｢
は
｣
'
｢
へ
｣
亡
あ
る
は
地
種

に
し
て
'
其
下
の
番
故
は

一
地
程
を
地
｡
教

に
分
割
し
た

る

一
筆
毎

の
香
坂
L･･
-
0
分
割
の
際

1
章
毎

に
地
種
名
及
番

枕等
を
木
の
札
に
記
入
し
畦
畔
に
立

つ
'
此
標
枕
を
砂
子
及
服

部

に
て
は
特

に
｢
め
ぐ
し
｣
ざ
稲
す
｡

ス
ヒ
テ

y

ソ
マ
チ

(証
〓

)
大
韓
用
地
内
賓
成
分
の
分
割
方
法
は
T股
の
毅
令
よ
り
も
碑
雑
L･.リ
､
即
ち
窟
成
文
の
大
部
分
の
土
地
は
五
人
分
､

園

平

分

及

新

町

分

り

三

園
燈
り
併
有
に
か
.J
り
､其
内
五
人
分
に
九
分
の
丑
の
持
分
も
所
有
し
て
五
口
よ
り
腐
り
'粛
平
分
は
九
分
竺
二
の
持
分
私
所
有
し
て
三
十
六
日

･1
=
成
り
､
新
町
分
け
九
分
り
一
り
持
分
在
原
有
し
て
二
十
五
ロ
よ
り
解
る
在
以
て
'
克
つ
7
増
穂
み
九
等
分
L
袖
頚
.1
よ
り
て
五
人
分
は
五

箇
賓
平
分
は
三
衝
新
町
分
は
T
債
を
受
け
'
夏
に
之
砧
其
口
数
に
基
さ
て
分
割
で
'
然
る
_二
之
在
各
園
迫
の
口
数
LL分
割
す
る
樽
は
土
地
が
蘇

り
に
細
分
せ
ら
ち
J
ie,以
て
､
五
人
分
は
J
地
稔
り
九
等
分
の
T砲
み
各
々
五
口
に
分
割
せ
ず
袖
奴
に
ょ
り
て
其

億分
配
し
､
雷
平
分
は
九
等

牙

の
T
地
.e
Zニ春
分
L
田
口
LL
射
し
て
三
等
労
り
7
穐
み
分
配
し
､
新
町
分
は
九
等
分
の
7
地
心
玉
等
労し
五
日
.1
射
し
て
五
等
分
り
7
地
心

盟

分
配
し
た
り
｡

か
-
て
屋
外
偉
業
を
括

る
樺

は
'
地
割
役
員
は

7
堂

に
合
し
て

7
筆
毎

に
地
種
名
及
脅
狂
等
を
小
木
片
(聖

二
)

I
:,:

_
.:
.I

.']
:
.:.I:
｣
日
;

I:
a
:.:.
MJ
:...:
I.
h
f

JT
:
:;
F
f

Jj
I
:..:
:
情

…

;
.17
:.....:ti
.
+.I..I;
..H

u

如

し｡

文
化
十
五
年
二
月
十
四
日
蘭
島
柚
割
並
圃
帳

(山
田
珊
一
郎
氏
記
鎖
ノ

組

合

月氏辛初罪水瞥

転

記
zl
長
門

警

鮎

楯

J
文
地
租
庄

時
給
制
出
田

宮
水
地
小
上

Il
l(.6
L･
4'

Er3
3
3
erU
3

葛
尾
張
藩
に
於
け
る
地
封
執

成
〓
)

第
十
四
金

(弟
一塊

二
〇
九
)

二
〇
九



萄
尾
張
藩

に於
げ
ろ
地
割
御
慶
(
-
)

い
愛
育

r

前
捻
八
赤

ろ
五
十
苛

)

前
捻
大
歩

〆
五
給
田
歩

い
爪
苗

Z

茶
盆
七
歩

ろ
五
十
三
菅

-

1

坑
捨
七
歩

匂

(f
･

d
)

い
tg
十
軍

1

瓜
拾
七
歩

ろ
四
捨
ぽ

ん

T

bi拾
入
歩

(下

暑
)

(証

〓
J)
服
部
Liて
は
阿
木
を
以
て
代
用
L
i
iり
0

(誌

〓
lI)
借
笥

者の
氏
名
な
り
｡

庄
助
(註
〓
11)

丑
江
堤
細
北
の
方

薪
左
繍

庄
働萄

江

境
海
北
の
方

平
左
輔
加
水
つ

帝
大正

江

e
J*

弟
十
四
盤

(弟

f
雛

lH

O
)

]H

O

平
左
油
加
荊
つ
辰
巳

へ
飛

地

組
を
終

り
た

ろ
晴

は

袖
薮
に
よ
り
で
土
地
の
分
配
を
決
定
す
'
(証
一四
)但
し
下
中
村
及
下
二

色
は
地
組
を

Et9)異相源三郎氏淡



..j
T,)す
地
穐
毎
に
紬
範
を
行
ひ
た
る
事
は
軍
記
下
中
村
田
方
地
割
帳
牧
下
ノ
一
色
楓
引
帳
に
よ
-
て
明
か
な
-
O

天
保
十
章
正
月
官
Ll
下
中
村
南
之
切
田
方
地
割
帳

基
よ
り
い
圃

(奥

田

詑

鋲
)

九
斗
三
升

一

五
畝
渉

甚
兵
衛
前

い
萱
香

勘
有
徳
門
作

内
坑
捨
尭
歩
五
左
簡
門
前
喜
代
減
作
飛
愛
畝

九
斗
三
升

一

五
歳
歩

四
プ
辻

(中

暑
)

塵
L<
り
か
圃

八
斗
四
升

一

五
畝
歩

五
郎
此
焚
加

入
斗
四
升

一

五
畝
赤

玉
紳
助
薬
畑

入
港
pq
升

菅
尾
張
藩
.]
於
け
る
地
割
制
度
(
こ

い
茶
番

久
兵
衝
作

か
変
香

港
右
庸
門
作

か
前
苛

甚
戯
作

鮪
十
四
金

(弟
】
劫
二
二

)

二
二



啓
尾
張
藩

に於
け
る
確
判
別
旋
(
H

7

五
畝
渉

高
田
果
触

(下

身
)

明
治
七
草
五
月
下
ノ
一色
園
引
蛎

鰐
十
四
金

(耕

一
耽

二
7
こ
)

二
二
一

丸

下

l

二

三

四

三
十
三

JIT
十

四漉
越
中

服

部
(註

T
iJ=
)

山

久

薪
三
郎

禰
三
八

森

治

油

干

か
三
番
清
有
新
円
作

普二≡四

(中
暑
)

三
十
三

(森

治

平
氏
記
秩
)

木

見

西

重

囲

作

杢
七
郎

森

治

三
十
四確
･JL
T
BZ

萱

三

六

｢

三

四

(中
鼻
)

三
十
三

三
十
四(下
暑
)

山

久

惣
兵
傭

松

平

大

庄

(

証

l
田

)奴
は鉱
片
､
概
括
及
び
ホ
札
竺
二
項
u
T
t
例

へ
げ
瓜
部
に
て
は
二
寸
平
方
り
蔵

に
蓉

t,lJ尺
仲
の
麻
鯛
を
附

したるも
のを-束
亡
な

し

或
る
者
之
も
手
に
握
り
て
和
光
tJし
め
､夏

目
寺
に
て
は
嘩

寺

辱

こ
す
の
原
紙
L1
長

r
丈
直
径

二
分
位
の
藁
北

本附し短
所の部分
を
盛

に

入
れ
て
州
我
tJし
め
.
又

藤
島
LL
て
t1-
拭
き
rK
iq
形
.1
切
断
し
説
豊
か
に
折
り
て

否親
の
見
え
ざ
る
標
ド
し
之
も
J
升
桝
St中
に
入
れ
て
巽
中

ェ
り
蛤
ひ
上
げ
L
む
｡

‖

柵
我
は
庄
屋
り
凍
文
は
寺
院

にて
行
ふ
､
尉

へ
げ
服
部
に
前
者
に

､
甚

日
希
は
後
者
に
屠
T

o

(証

l吾

人
名
は
詣
故
老
り
氏
名
に

して
其
6品

に
は
省
略
り
馬
め
姓
及
名
の
蘭
学
在

一
宇
苑
孤
tF
ろ
も
ち
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